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イベント概要 

 

[企業名]  大日本印刷株式会社  

 

[企業 ID]  7912 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 投資家カンファレンス  

 

[イベント名]  DNPグループ 2025 IR-Day  

 

[決算期]    

 

[日程]   2025年 7月 10日  

 

[ページ数]  62 

  

[時間]   13:00 – 15:30 

（合計：150分、登壇：88分、質疑応答：62分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  9名 

代表取締役社長  北島 義斉（以下、北島） 

専務取締役   三宅 徹 （以下、三宅） 
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常務執行役員 情報イノベーション事業部 

沼野 芳樹（以下、沼野） 

常務執行役員 モビリティ事業部 

宮崎 剛 （以下、宮崎） 

常務執行役員 イメージングコミュニケーション事業部 

村上 和郎（以下、村上） 

常務執行役員 ファインデバイス事業部 

中西 稔 （以下、中西） 

執行役員 高機能マテリアル事業部 

松村 有純（以下、松村） 

執行役員 オプトエレクトロニクス事業部 

富澤 伸行（以下、富澤） 

IR・広報本部長  若林 尚樹（以下、若林） 

 

[アナリスト名]* 野村證券    河野 孝臣 

SMBC日興証券   花屋 武 

大和証券    猪股 彩香 

みずほ証券    斉田 健一 

ゴールドマン・サックス証券 鴨脚 光洋 

 

*質疑応答の中で発言をしたアナリスト、または質問が代読されたアナリストの中で、

SCRIPTS Asiaが特定出来たものに限る  
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登壇 

 

若林：「DNP グループ IR-Day」を開始いたします。本日の司会は、私、IR・広報本部の若林が務

めます。よろしくお願いいたします。 

本日は大変お忙しい中、当社の IR-Day にご参加いただき誠にありがとうございます。本日は、説

明会資料に沿ってご説明いたします。説明会資料は、DNP の Web サイトに日本語版、英語版とも

に掲載されています。 

 

本日の登壇者は、代表取締役社長の北島、および本スライドに記載の各担当役員、計 8名です。 

本日の進行です。8名の登壇者のご説明を 13時から 14時半頃まで行い、その後休憩を挟み、約 50

分間質疑応答を設けています。終了時刻は 15時半頃を予定しています。よろしくお願いします。 

それでは、ご説明に移ります。はじめに、中期経営計画の進捗と評価、今後に向けて代表取締役社

長の北島よりご説明します。 

北島社長、よろしくお願いします。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790      
フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

4 
 

 

北島：皆さん、こんにちは。代表取締役社長の北島です。本日は、昨年に続いて第 2 回目となる

DNPグループの IR-Dayにご参加いただきましてありがとうございます。 

2023 年の 2 月に、ROE10%の達成と PBR1 倍超の早期実現を目指すというメッセージをステーク

ホルダーの皆様に発信し、その年の 5月に公表した 3カ年の中期経営計画はいよいよ最終年度を迎

え、取り組みをさらに強化しているところです。 

このページは、2023 年 2 月に公表した経営の基本方針です。この中でお示しした三つの戦略につ

いて、IR-Day では「事業戦略」、決算説明会では決算内容と主に「財務戦略」の進捗、サステナ

ビリティ説明会では「非財務戦略」の取り組みについてご理解を深めていただけるように努めてい

きます。 

本日の IR-Day では、中計 2 年目までの振り返り、次期中計と将来にわたる持続的成長に向けての

考え方、および各事業の説明をしていきます。 
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中期経営計画の進捗状況については、2024年度の営業利益は 936億円と、当初 2025年度の目標と

した 850 億円を大きく上回る結果となり、ROE も 9.6%と、10%に迫る水準に到達しました。ただ

し、特別損益を除いた実質の ROEは 7%程度と捉えており、さらなる改善を進めてまいります。 

成長投資については、2023 年度から 5 年間で 3,900 億円以上を計画していますが、過去 2 年間で

2,670億円の投資を実施し、進捗率は 68%ほどとなっています。 

M&A 戦略においては、販路の拡大とともに技術的なシナジーを重視しています。新光電気工業、

HK ホールディング、レゾナック・パッケージングなど、既存事業の強みと親和性の高い企業と連

携することにより、製品力や技術力を一層高めていくとともに、価値観を共有し、共に未来を創る

パートナーとしての関係を築いてまいります。 

また、事業の再構築も進めてまいりました。例えば、出版印刷関連事業、マーケティング関連事業

の組織再編や、生活空間事業とモビリティ事業の統合（予定）など、収益構造の変革も進めていま

す。 

今後も、全ての事業で市場動向に応じて事業体制の最適化を進めるとともに、その他の資産につい

ても、戦略との整合性を検証し、最適な資産構成を構築してまいります。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790      
フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

6 
 

中期経営計画の最終年度である 2025 年度は、トランプ関税や地政学リスク、為替変動など不確実

性の高い環境下にありますが、これまで積極的に投資を進めてきた注力事業領域の拡大や事業構造

改革の着実な実施により、2024年度を上回る営業利益 940億円を見込んでいます。 

私たちは、2026 年度から始まる次期中期経営計画期間、さらにはその先の持続的成長に向けて、

印刷で培った DNP のコアバリューである「P&I イノベーション」により生み出された高いシェア、

良好な収益性、持続的な成長性を備える事業領域へ積極的に成長投資を行っていきます。 

それにより、年平均 5%以上の持続的な利益成長と企業価値の最大化を実現するべく、これからも

全力を尽くしてまいります。 

若林：続いて、持続的成長に向けた考え方について専務取締役の三宅よりご説明します。 

 

三宅：皆さん、こんにちは。専務取締役の三宅です。私からは、中期経営計画を推進するに当たっ
ての事業戦略についてご説明します。 

事業戦略を進めるに当たっては、「新規事業、注力事業に対する集中投資」、さらには「事業構造

改革」、この二つの柱を中心として進めています。 

資料の左側にあるように、KPI は、利益として営業利益 1,300 億円以上、また資本効率は ROE10%

を掲げています。 
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さらに、先ほど社長の北島から説明したように、これらに加え、年平均成長率、利益ですね、5%

以上を目指すというのが新たな KPIとなります。 

 

事業の成長のイメージを示しています。こちらにあるグラフの薄いブルーが営業利益、濃いブルー

が経常利益を示しています。 

2022 年度が営業利益 612 億円、経常利益 836 億円でした。現在、23 年から 25 年、この 3 年間の

中期経営計画を推進している段階ですが、その中期経営計画において、注力事業の拡大で 170億円、

さらに事業構造改革で 185億円、それぞれ利益の押し上げを推進するという計画を進めています。

その結果、2025年度の計画としては、営業利益 940億円を目指しています。 

さらに、先ほど、前のページでご紹介した営業利益 1,300 億円を目指していますが、これはゴール

ではなく、あくまでも中間地点です。その先も持続的な成長を続けることがわれわれの目標となっ

ており、そこに書いていますように、ROE10%以上と、このためには事業領域の拡大を進めるとと

もに、年平均成長率 5%以上を達成することを目標としています。 
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こちらは、次の中期経営計画、すなわち 26年度から 28年度の 3カ年における事業方針です。 

図の左側のように、われわれが「P&I」と呼んでいる「Printing & Information」、印刷で培ったコ

アバリューがあります。これを用いて新たな事業を次々と創出していくと。そういう中で、真ん中

で示したように、創出された事業領域の中から注力事業を選出し、それを中心に伸ばしていこうと

考えています。 

注力事業としては、三つの部門、スマートコミュニケーション、ライフ&ヘルスケア、エレクトロ

ニクスでそれぞれ二つの事業を選んでおり、この注力事業を中心に積極的な投資を行い、事業を拡

大することによって、ROE10%以上、利益は年平均成長率 5%以上を達成しようという方針です。 
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それでは、この注力事業をどのように選定したのかについてご説明します。ここにある図をご覧い

ただければと思います。 

事業領域として左側、先ほど述べた六つの事業領域を示しています。それらの事業領域を選出した

理由としては、まずは「市場シェア」。そちらに主力商材、例えば一番上ですと「ICカード」で国

内シェア No.1、二番目としては「昇華型熱転写記録材」で世界シェア No.1、このようにシェアの

高い製品・事業を選出しています。 

二つ目のポイントは「収益性」です。こちらに 2024 年度の売上高を示しています。この売上の規

模がそこそこ大きいもの。さらには成長性を考え、利益が生み出せるということでは ROE。棒グ

ラフで示している点線が、ROE10%を示しています。従いまして、ROE10%以上の事業を選び出し

ています。 

最後に「成長性」です。これは各事業の市場規模、ここでは 24年から 29年の市場の年平均成長率

を掲げています。いずれも年間 5%以上マーケットが伸びていく、そういう事業を選び出していま

す。 

それらをまとめると、マーケットでシェアが高く、収益性もあり、さらにはマーケットが伸びる、

そういう分野に積極的に投資することによって事業を拡大していこうと、このように選びましたの

が下記の六つです。 
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ここにある六つのうち、上の二つは「追加」と書いています。下の四つは今までも注力事業とご紹

介していました。上の二つは、今までは基盤事業と紹介していましたが、今回それぞれの事業の中

で伸びる分野を絞り出し、そこの事業成長率、収益性を確認し、われわれとしてはここを注力事業

として選定しています。 

下の米印にもいくつか書いてありますが、24 年、昨年の IR-Day からは少ない売上規模等ですが、

そこから絞り込んでいるということで、今回この数字を使っています。 

 

このページが、私の最後の発表の資料となります。こちらでは、成長投資について述べます。 

この左側と真ん中の棒グラフ、23 年から 27 年度の成長投資・基盤構築投資 3,900 億円、さらには

23年・24年、2年間の進捗については既にご紹介しています。 

今回、それに加え、25 年度の投資、既に設備投資としては 800 億円を見込んでいます。また、事

業投資を積極的に行っていく計画です。 

右側に一例として書いていますように、情報セキュア関連においては、先日（2025年 6月 18日）

発表したように、アフリカを中心とした政府向け ID 認証サービスを手掛けている Rubicon 社を、

今月子会社化するという状況です。 

また、半導体関連にも積極的な投資を継続しています。半導体の後工程、ガラスコアのパイロット

ラインも今年度に稼働する予定です。 
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また、デジタルインターフェース関連としては、光学フィルムの設備投資が進んでおり、今年の秋

には稼働を開始する状況になっています。 

私の発表は以上です。この後は、六つの注力事業について説明させていただきます。よろしくお願

いします。 

若林：続いて、各事業の説明に移ります。まず、情報セキュア関連事業について常務執行役員の沼
野よりご説明します。 

 

沼野：皆様、本日はお忙しい中、IR-Day にご参加いただき誠にありがとうございます。情報イノ

ベーション事業部、常務執行役員の沼野でございます。 

本日は、DNP の情報セキュア事業について、事業概要、事業の歩み、DNP の強みと市場シェアの

一例、成長市場への取り組み、市場環境、そして成長戦略と業績推移についてご説明します。 

DNP の情報セキュア事業は、「あらゆるヒト・モノがつながる安全、安心で快適なスマート社会」

にとって基盤となる事業です。私たちは、サイバー空間とフィジカル空間の両方でヒトとモノがつ

ながるスマート社会において、誰もが心地よく、無意識に安全・安心な生活ができる社会の実現を

目指しています。 
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長年、個人情報を厳格に扱ってきた実績と、国内シェアトップの IC カードベンダーとして蓄積し

てきた技術力・運用力に加え、モノづくりとサービスの掛け合わせで事業を進化させてきたことが

顧客に選ばれ続けている原動力となっています。 

また、国内で培った情報セキュア事業のノウハウを基にグローバルでも事業展開しており、特に人

口ボーナスと経済発展が期待できる新興国への投資に注力しています。 

次に、情報セキュア事業の主な製品・サービスについてです。IC カードは、1983 年に書き換え可

能な IC カードを開発して以降、国内 IC カードベンダーとしてトップシェアの地位を確立しました。 

さらに、暗号鍵技術を基に、スマートフォンで自動車や家、ロッカーなどの鍵の施錠／解錠を行う

デジタルキープラットフォームを提供しています。自動車向けには、業界団体である CCC、Car 

Connectivity Consortiumが策定する標準仕様に準拠しています。 

企業の業務プロセスをトータルに請け負うBPO（Business Process Outsourcing）では、顧客の業

務プロセスの最適化を行い、多彩なサービスを組み合わせ、ワンストップで付加価値の高いサービ

スを、堅牢なセキュリティ環境下で提供しています。 

近年、工場でのサイバー被害が急増しており、DNP では自社 IC カード工場などでのセキュリティ

対策のノウハウを活かし、工場向けソリューションを提供しています。さらに、オンラインでのク

レジットカード決済時の本人認証サービスである 3Dセキュアも提供し、25年 3月末の導入義務化

により普及が加速しています。 

また、DNP では、AI を活用した事業を展開しています。顧客の販促物や約款などの校正・審査業

務を自動化・効率化するAI審査サービスや、AIドキュメント構造化技術を活用したAI-Ready Data

事業に注力しています。 
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情報セキュア事業の歩みについてご説明します。DNP は、約 150 年間の歴史を通じ、その黎明期

からセキュリティ技術を要する事業に携わり、多くのノウハウを蓄積してきました。 

DNP は、1876 年に創業し、「拡印刷」により事業を拡大してきましたが、印刷事業においては発

売前の製品情報などの機密情報を顧客から預かり、高いセキュリティ環境下で印刷物を製造するこ

とを長年行ってきました。 

現在においては、情報セキュリティの三要素として「機密性・完全性・可用性」が重要視されてい

ますが、DNP はその維持・向上に努めており、長年のノウハウの蓄積により獲得した高度な IT

（Information Technology）/OT（Operational Technology）の技術がDNPの情報セキュア事業を

支えています。 

黎明期の紙幣や公債証書など、偽造防止技術を施した印刷物の製造から始まり、1983 年には書き

換え可能な IC カードを開発、2001 年には携帯キャリア向けの SIM カードの供給を開始、2010 年

には、決済システム・セキュリティ製品を扱うインテリジェントウェイブ社を連結子会社化、

2016年にはサイバー攻撃対策要員養成のサイバーナレッジアカデミーの運用を開始しました。 

また、2010 年の大手生命保険会社の株式会社化業務の一括受注による BPO 事業、2020 年には自

動車向けデジタルキープラットフォームの提供、2023 年には AI-Ready Data 事業を開始するなど、

新たなサービス、事業をローンチしてきました。 
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グローバル事業においては、2014 年にはベトナム最大手 IC カードメーカーの MKSmart 社との業

務資本提携、2024 年にはオーストラリア Meeco 社との分散型 ID の接続実証、つい先日には、

Rubicon SEZC 社を連結子会社化するなど、グローバル事業も加速させています。 

Rubicon SEZC 社は、後ほど詳細をご説明します。 

 

DNP の情報セキュア事業では、①ICT・セキュリティの独自技術、②堅牢なセキュリティ体制、③

ワンストップサービスの三つの強みを活用した事業展開を行い、長年にわたり顧客の信頼を得て、

豊富な実績を上げてきました。 

まずは、①ICT・セキュリティの独自技術です。IC カード OS 開発や製造工程設計などで培った

DNPならではの ICTやセキュリティの独自技術は、セキュリティソフトウェア開発や暗号鍵管理、

製品開発、製造技術などへ展開しており、国際的にも高い評価を受けています。約 1,800 名の ICT

専門人材を有しています。 

次に、②堅牢なセキュリティ体制です。全国の製造・開発拠点は、監視カメラや入場制限などの

「ハード面」、サイバー攻撃対策、従業員教育の徹底などの「ソフト・運用面」の両面から、高度

で堅牢なセキュリティ体制を構築しています。また、「事業継続性やリスク管理面」でも最高ラン

クの格付けを取得しています。 
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最後に、③ワンストップサービスです。金融・メーカー・リテール・インフラ・公共系などの多く

の業界において、コンサルティングからソリューション提供、運用までをワンストップで行ってい

ます。 

 

情報セキュア事業の市場シェアの一例です。安全・安心な決済に欠かせない IC カードでは、世界

的な先駆者で、製造・発行領域で国内トップシェア、約 55%を維持しています。 

また、オンライン決済においては、カード決済時のカード会社と各種決済ネットワーク接続、カー

ド利用認証を行うフロントエンドプロセッサーなどの認証サービスを提供し、約 70%のシェアを獲

得しており、政府のキャッシュレス化の推進に大きく貢献しています。 
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情報セキュア事業における成長市場への取り組みについてご説明します。これまで、2014 年のベ

トナム・MKSmart への出資、2016 年のインドネシア・Wahyu Kartumasindo International との

JV である、PT. Wahyu DNP Bureauの設立など、IC カード分野で、海外市場で取り組んできまし

た。 

今月、Laxton ブランドで、主にアフリカなどの新興国の政府向けに生体情報を活用した ID 認証サ

ービスを展開し、業務コンサル、生体情報の登録・認証機器、ソフトウェア、保守・サポートなど

をワンストップで提供し、世界 50 カ国以上の国・地域で導入実績を持つ Rubicon SEZC 社をグル

ープ会社化しました。 

今回のRubicon社の買収を通じ、両社のシナジーの最大化を図り、今後の市場成長が見込まれるア

フリカ、アジア、南米などの地域を中心に取り組みを強化していきます。海外の政府向け ID 認証

サービス事業で、2030年度までに累計 1,400億円の売上を目指します。 
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情報セキュア事業の市場環境をご説明します。情報セキュア市場においては、DX 化・サイバー攻

撃の増加・オンライン決済の取引増、人手不足といった社会課題を背景に、今後も安定した成長が

見込まれています。 

一例として、国内デジタルキー搭載自動車出荷台数では、CAGR（年平均成長率）6%成長、国内工

場セキュリティ市場では CAGR23%成長、国内オンライン決済市場では CAGR14%成長、国内 AI-

Ready Data 市場では CAGR59%成長、国内非 IT 系 BPO 事業市場では CAGR3%成長、グローバル

金融カード市場では CAGR5%成長など、今後も安定した成長が見込まれています。 
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今後の成長戦略としては、 

1、製品・サービスの最適な掛け合わせによる高付加価値サービスを市場へ投入、 

2、DNPの情報セキュア事業の強みとパートナー企業との協業体制による市場シェア拡大、 

3、人口ボーナスと経済発展が期待される新興国の有望市場などへの積極的な投資を促進。 

この三つの成長戦略をもとに、売上計画としては 2024年度を 100とした場合、2028年度には 130

を目指しており、CAGRは約 7%を見込んでいます。 

DNP の情報セキュア関連事業は、約 150 年の歴史と技術力を背景に、社会課題の解決に貢献しな

がら国内外で着実に成長を続けています。 

「未来のあたりまえをつくる。」というブランドステートメントのもと、今後も安全・安心な社会

の実現に向けて挑戦を続けてまいります。 

ご清聴ありがとうございました。 

若林：続いて、フォトイメージング関連事業について、常務執行役員の村上よりご説明します。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790      
フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

19 
 

 

村上：イメージングコミュニケーション事業部、常務執行役員の村上です。本日はよろしくお願い
申し上げます。 

イメージングコミュニケーション事業部は、印刷で培った技術を応用し、製品企画、材料開発を行

い、日本・北米・欧州・アジアの製造販売拠点を通じ、さまざまなイメージング関連製品を展開し、

現地の要望に応じた製品を製造・販売しています。 

フォト事業の主な製品は、写真プリント用昇華型熱転写プリンターおよびメディアとフォトサービ

ス・ソリューションで、フォトサービスソリューションとしては、北米におけるテーマパークフォ

ト、ファンフォトブース、欧州におけるイベントに使われる撮影システム、日本では証明写真機

「Ki-Re-i」などを展開しています。 
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写真プリント用昇華型熱転写記録材は、デジタル画像出力用途としてグローバルで広く利用されて

おり、DNP は海外の販売・製造拠点の設立と M&A により事業を拡大し、世界トップシェアの約

70%を維持しています。 

1981 年に基礎検討を開始し、当初はメディアの OEM 販売を行ってまいりましたが、2005 年に

DNP の OWN フォトブランドでの製造・販売を開始し、いくつかの M&A、そして製造・販売拠点

の拡充を行い、現在に至っています。 
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フォト事業における DNP の強みは、DNP の持っている、薄膜に高速で染料・顔料を均一に塗布す

る技術、メディアプリンターの開発力、他社が持っていない製造・販売のグローバル拠点と販売網

にあります。 

販売会社・代理店を通じて世界 100 以上の国・地域で 30 万台以上のプリンターを稼働させており、

年間約 50 億枚のフォトプリントを提供しています。設置しているプリンターは、場所にもよりま

すが 1 日に一定数以上の枚数をプリントしており、これがフォト事業の売上・利益の源泉となって

います。 

各地域に対する需要に対し、北米においてはノースカロライナ州コンコード、アジアではマレーシ

アのジョホールバル、欧州ではオランダ、アムステルダム近郊のハーレムの工場から製品の出荷を

行っています。 

また、販売拠点をアメリカ、フランス、マレーシア、中国に置き、各地域における代理店の販売の

サポートを行っています。 
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フォトイメージングの事業規模についてご説明します。グローバルのフォトプリント市場は、

2000年をピークに徐々に減少してきています。 

さらに、コロナ禍で市場は大きく痛みましたが、その後徐々に回復し、年間で K判換算、われわれ

は 4×6（インチサイズ）と呼んでいるこの換算で、約 500億枚の市場と推測しています。 

この中で、ウェットと表現している従来の銀塩方式のミニラボは、ミニラボの老朽化、化学品の廃

棄処理等の課題があり、昇華型熱転写、インクジェット、レーザー等のドライ方式への切り替えが

進んでいます。 

その中でも、昇華型熱転写は、そのメンテナンスのしやすさ、軽量ゆえの持ち運びやすさ、電源を

入れるとすぐ立ち上がるオンデマンド性において優位性があります。 
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当事業部のフォト事業における成長性になります。売上においては、2024 年度を 100 とした場合、

年率 3.1%の成長を見込んでいます。また、利益に関しては、同様に年率 6.7%の成長を予測してい

ます。 

次のページ以降で詳細をご説明します。 
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イメージングコミュニケーション事業部では、「あらゆる想いをカタチにし、笑顔と安心に満ちた

世界をつくる。」を事業パーパスに掲げ、日々活動しています。 

事業のベースとなるプリンターとメディアでは、販売地域の拡大、特にまだわれわれがリーチし切

れていない中国、インド、中東、アフリカへの拡大、こちらは売上高成長率 4.5%から 5%を目指し

ます。新たな拠点の設置を含め、活動を強化してまいります。 

今後、成長が予測されるフォト関連市場においては、付加価値が高い市場にも注力していきます。

われわれの持っている強みであるメディア開発、プリンター開発のノウハウを融合し、新しい写真

の楽しみ方を提供することで、市場を拡大していきたいと考えています。 

事業のベースとなる、L 判、K 判で数量を確保し、カレンダー、グリーティングカード、フォトブ

ック等の従来のフォトを発展させた付加価値製品の開発・販売に注力してまいります。 

生活者にとっておきの一枚を提供することにより、昇華型熱転写市場においてリーダーシップを取

っていきたいと考えています。 

また、新たな挑戦として、DNP が持っている熱転写技術を応用して、アパレル、ヘルスケアとい

った分野での製品開発も進めてまいります。 

 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790      
フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

25 
 

こちらが、今ご説明差し上げたフォト関連市場の成長性です。先ほど申し上げたフォト関連製品は、

年平均 6%以上で伸長すると予測されており、この市場にわれわれが新しいフォト関連製品を提供

することでさらに伸ばしていきたいと考えています。 

昨年上市した DS820DX はこの先駆けであり、1 台のプリンターで新しいフォト関連製品である大

判の両面プリント、フォトブック用の筋押し機能、1 台でさまざまなサイズをプリントできる縦カ

ッター機能を提供することができます。こうした新しい試みは、北米市場において既に成功を収め

ています。 

新しいプリンターの機能とメディアを組み合わせることで、生活者にとっての、とっておきの一枚

を提供し、これを世界に届け続けたいというのがわれわれの想いです。 

フォトイメージング事業は、DNP が独自のブランドで販売活動している事業です。製品の開発と

ともに、ブランド認知活動のためにプロモーション動画を作成し、世界中のパートナーとともにフ

ォトプリントの楽しさを生活者に訴求する活動も行っています。 

 

昨年、これからご覧いただきます動画の他、母の日、卒業シーズンと繁忙期に合わせたプロモーシ

ョン動画を制作し、トータルでは数百万回の再生で、実際の店舗での販売増加にもつながっており、

高い評価をいただいています。 
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最後に、そのビデオをご覧いただいて、私からの説明を終わりにします。ご清聴ありがとうござい

ました。 

映像：（英語で説明） 

若林：続いて、モビリティ関連事業について、常務執行役員の宮崎よりご説明します。 

 

宮崎：常務執行役員の宮崎でございます。私からは、モビリティ関連について、ご説明させていた
だきます。 

はじめに、モビリティ関連事業のメインの市場である自動車市場について、概況をご説明します。

世界の自動車販売台数は、リーマンショックや新型コロナウイルス、半導体不足等の影響はありま

したが、市場全体としてはこの 20年間で約 2%成長してまいりました。 

今後の 2030 年に向けて、いくつかの予測はありますが、おおよそ 1%から 2%の市場成長が見込ま

れています。成長率自体はそれほど高くはありませんが、巨大な市場です。 

また、この市場の最大の特徴は、100 年に一度の変革期を迎えていることにあります。これは、主

に環境規制、電動化、自動運転、通信、ソフトウェア等の変化が急激に進んでいることによるもの

です。この巨大な市場の変革は、DNP にとって大きな飛躍のチャンスであり、それがゆえに、モ

ビリティ関連事業は DNPの注力事業と位置づけられています。 
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DNP のモビリティ関連事業の概要についてご説明します。モビリティ関連事業は、三つのセグメ

ントのうちライフ&ヘルスケアセグメントに属しており、先ほど申し上げたとおり、DNP のポート

フォリオの中で注力事業として位置づけられています。 

このモビリティ関連事業は、長期にわたりビジネスをしている自動車内装向けの加飾フィルムをベ

ースに展開してきています。内装用加飾フィルムは、DNP ならではのデザインの技術と、高意匠

印刷技術を掛け合わせて製品化することで、お客様から高い評価をいただき、継続して製品を市場

に供給してきています。 

さらに、現在は「オール DNP」の保有するコア技術、例えばエレクトロニクスセグメントの光学

フィルムや、電子デバイスの技術、さらにはスマートコミュニケーションセグメントの有する ICT

やセキュリティの技術も取り込むことで、外装部品への展開や、直近ではソフトウェアからさらに

サービスに至るまで事業を展開しようと準備を進めています。 

以上が、モビリティ関連事業の全体像です。 
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続いて、個々の商材、テーマの戦略についてご説明します。 

まず、加飾フィルムビジネスの展開についてご説明します。内装加飾フィルムは、われわれのデザ

インの技術と高意匠印刷の技術で、従来、ビジネスを進めてまいりました。 

現在は、昨今の市場の変化、特に環境対応とデジタルインターフェース、HMI と呼ばれる Human 

Machine Interface、これらに対応するための新たな商材を開発、量産化してきています。 

主な展開の一つ目は、モノマテリアル、リサイクル対応の商材です。DNP では、自動車用の材料

として汎用性の高いポリプロピレンをベースとした加飾フィルムの量産化に成功し、お客様から引

き合いをいただいてきています。 

二つ目として、CO2 削減の観点から需要の高まっている塗装代替外装フィルムの開発、量産化も進

めています。後ほど詳細をご説明しますが、2 トーンのルーフへの適用を目的とした外装加飾フィ

ルムの要求が現在増えてきています。 

三つ目としては、HMI、Human Machine Interface の略ですが、HMI への対応として、光透過型

の加飾フィルムの量産化にめどをつけました。これは、電源オフの場合は意匠性の高いパネルであ

り、必要なときに必要な情報がきれいに透過してディスプレイ表示される、そういった特殊なフィ

ルムを完成させました。 
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これらのビジネスは、われわれ自身がデザインし、お客様にフィルムの状態でお届けする加飾フィ

ルムのビジネスです。 

 

今申し上げた外装加飾フィルムの例の中で一つ、少しご説明したいと思います。昨今人気のある、

2 トーンルーフの工程について、現状の塗装工程の場合と、外装フィルムを採用した工程の比較を

図にしています。 

細かい話で恐縮ですが、まず 1 色目のベースカラーを塗装した後、従来ですとマスキングし、そこ

に 2色目のルーフ塗装をしてからマスキングを剥がすという三つの工程が必要となります。 

一方で、フィルムの貼合方式では、ルーフに必要なフィルムを貼るだけで 2 トーンのルーフが完成

します。 

これにより、右下に記載のとおり、従来の塗装工程と比較した場合に、CO2の削減で 85%、工程数

で三つから一つという削減が図れます。これは、結果的にはコストダウンに貢献できるとも考えて

います。さらには、塗装ではできないデザイン性、あるいは機能性の付与ができることもフィルム

の大きなメリットです。それによって、現在需要が高まってきています。 
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さらに、事業戦略の二つ目、成形部品への展開についてご説明します。 

DNP は、主に加飾フィルムの供給をメインとしてまいりましたが、事業領域の拡大を目的として

M&Aを行い、成形部品の製造・販売までをビジネスに取り込んでまいりました。 

従来グループ企業を担っていたDNP田村プラスチックに加え、本年 2月に光金属工業所をM&Aに

よりグループ化しました。この 2 社と連携することで、環境規制あるいはデジタル化や HMI の変

化に対応し、リサイクル材料あるいは環境対応材料を使った新商材やハイエンド HMI の部品の展

開を行っています。 
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DNP グループとなった光金属工業所、7 月より社名を DNP 光金属としましたが、同社について少

し紹介したいと思います。 

DNP 光金属は、主に自動車成形部品を製造・販売している企業です。1950 年の創業以来、長きに

わたり、技術開発力と高い品質により、顧客との信頼関係を築き、市場で強固な地位を確立してま

いりました。本社は名古屋にあります。さらに、中国にも製造拠点を持っており、従業員は約 260

名の企業です。 

自動車成形部品がおよそ 7 割で、他に産業機器、医療機器向けのデータシールの製造・販売等も行

っており、当該事業においては、DNPの生活空間関連事業とのシナジーもあります。 

自動車加飾成形部品の市場においては、スイッチや表示部品の意匠性、高精度化、いわゆるハイエ

ンドHMIのニーズが高まっており、DNP光金属はそのHMI部品をターゲットに事業展開を進めて

います。今後、DNP とのシナジーによって、さらに競争優位性が生み出されるものと考えていま

す。 
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内装成形部品の展開について、どういうことをやってきているかについて、少しイメージをご説明

します。 

内装関連の展開でいきますと、2022年に DNP田村プラスチックに加飾成形のラインを導入し、従

来のフィルムビジネスだけでなく、成形部品のビジネスにも参入しました。 

それが、図の左下にあります。今回、DNP 光金属をグループ化したことによって、資料に記載の

とおり、スイッチパネル、さらにはハイエンドな樹脂パネル等の部品への展開も図れ、広くエリア

をカバーできるようになりました。さらには、今後「オール DNP」のシナジーにより、新たな領

域への展開も検討しています。 
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新領域への挑戦についてご説明申し上げます。大きく変化・拡大する領域、特に「ソフトウェア」

あるいは「サービス」「電動化」「自動運転」こういった領域へ参入するための準備も進めていま

す。 

まず「ソフトウェア領域」に関しては、昨年、高い技術力を誇る株式会社ミックウェアと資本業務

提携しました。これにより、車載デバイスに実装されるソフトウェアやコネクテッド基盤の開発ビ

ジネスへの参入を図ってまいります。 

「サービス事業」においては、本年、琉球日産自動車株式会社とフランチャイズ契約を結び、

Citrasというプラットフォームを使ったカーシェアビジネスへの参入を果たしました。 

「電動化」においては、自社のエレクトロニクス関連技術を使い、現在、ワイヤレス給電コイルを

開発しています。これは、駐車中だけではなく、最終的には走行中の給電にも適用可能な製品を目

指しており、電動化さらには環境対応という観点で貢献すべく開発に注力しています。 

さらには、今後 AI の進化に伴い社会実装が進むと思われる、「自動運転システム分野」への参入

も検討中です。 

このようなさまざまな取り組みを通じ、人と社会をつなぐスマート社会の実現を目指し、新領域へ

の事業展開を図ってまいります。 
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事業戦略の一つであるビジネスモデルの変革についても少しご説明します。 

DNP は、先ほど申し上げたとおり、加飾フィルムビジネスだけではなく、成形部品さらには外装

パーツ、あるいはソフトウェア、システムサービスのビジネス領域への参入展開を図っています。 

それにより、自動車メーカーはもちろん、Tier1・1 次サプライヤー、Tier2・2 次サプライヤー、

それぞれから広く市場の課題あるいはニーズを収集し、把握できる体制をつくってきています。 

その市場の課題やニーズを踏まえ、「オール DNP」のコア技術を掛け合わせ、最適なポジション

で付加価値の高い製品やサービスを提供できるよう、ビジネスモデルの変革を進めています。 
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最後に、業績目標についてご説明します。大きく変わる自動車市場において、その変化を捉えるこ

とで事業を伸ばそうとしています。 

既存商材におけるシェアアップはもちろん、用途拡大およびソフト、サービスといった新領域への

展開を国内だけではなくグローバルに進めることで、当面の 5年間で年率として 18%の高い成長を

見込み、売上を倍増すべく事業を推進してまいります。それにともなう設備投資、M&A について

は、積極的に行ってまいります。 

最後に、2030 年以降に向けては、自動車市場だけではなく、モビリティ市場を広く捉え、例えば

空飛ぶクルマのような新たなモビリティや、最終的には宇宙ビジネスなどの新領域へも挑戦してま

いりたいと思います。 

以上です。ご清聴ありがとうございました。 

若林：続いて、バッテリーパウチを中心とした産業用高機能材関連事業について執行役員の松村よ
りご説明します。 
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松村：高機能マテリアル事業部、執行役員の松村でございます。それでは、バッテリーパウチの市
場動向と事業計画、事業戦略についてご説明します。 

バッテリーパウチとは、リチウムイオン電池の外装材であり、電池の中身を保護する役割を持ちま

す。特に、リチウムイオン電池には溶剤系の電解液が入っており、その電解液が長期間外に漏れず、

また外部から水等が入ったりせず、さらに高い絶縁性も必要となる部材です。 

バッテリーパウチは、電池が長期間安定して作動する上で非常に重要な役割を持っています。用途

については、スマートフォン、タブレット端末、ノート PCに代表されるモバイル IT用途と電動車

用途です。 
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当社のバッテリーパウチは、長年の実績と高信頼性が業界で高く評価され、世界トップシェアにあ

ります。 
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まずは、昨年までの電動車の市場動向についてご説明します。左側に、ワールドワイドの電動車の

新車販売台数実推（実績推定）、右側に地域別に分解した実推を示しています。 

環境意識の高まりにともない、グローバルで電気自動車（EV）、プラグインハイブリッド

（PHEV）、ハイブリッド（HV）の電動車の販売台数は、2021 年以降 30%近い年平均成長率で順

調に伸びています。 

特に中国は、BYD の成長や自動車買い替え補助金の後押しで、EV、プラグインハイブリッドを大

きく伸ばしています。 

一方、欧米は EV、プラグインハイブリッドの成長が直近で鈍化しており、特に 24 年はドイツの

EV補助金の終了が影響し、欧州のEV販売が前同割れしています。それでも、ハイブリッドは欧州

で 20%以上、米国は 25%と堅調な伸びを示しています。 

当社のバッテリーパウチは欧米中心に採用されており、EV、プラグインハイブリッドだけではな

く、ハイブリッドにも使われています。ハイブリッドは電池の容量が少ないものの、ハイブリッド

の台数の増加は当社のパウチの数量に一定の寄与をしています。 

また、24 年から 25 年にかけては、欧米での EV、プラグインハイブリッドも新車種発売などでユ

ーザー側に選択肢も増え、昨年より増加の傾向が見込まれます。 

 

こちらでは、中長期の電動車市場動向についてご説明します。 
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左側のグラフは、電動車の EV、プラグインハイブリッド、ハイブリッド別の販売台数予測を示し

ています。昨年以降、多くの自動車 OEM が EV のみに偏らず、プラグインハイブリッド、ハイブ

リッドを含む多角的な戦略にシフトしており、短中期ではプラグインハイブリッド、ハイブリッド

が市場を牽引すると考えています。 

右側のグラフは、EV、プラグインハイブリッドの地域別の販売台数予測における昨年のデータと

の比較を示しています。中長期では 15%以上の成長を予測しています。中国の伸び率は下がるもの

の、依然電動車の市場を牽引するものとみています。 

中国以外の各国・地域では、今後、充電インフラの整備が進み、また低価格帯を含む EV 車種の増

加により、ユーザーがより電動車を求めやすくなることで、市場が伸びていくものと思われます。 

さらに、欧州は CO2 排出規制の後ろ倒しによる短期的な不確実性があるものの、2030 年に向けた

規制強化や 2035年のエンジン車・新車販売禁止といった政策が EV、プラグインハイブリッドの普

及を後押ししていくものと思われます。 

米国は、トランプ政権による関税や IRA（インフレ抑制法）の改廃リスクが存在しますが、カリフ

ォルニア州を中心としたゼロエミッション車規制や、電池製造に関する IRA 補助金の継続など、

EV、プラグインハイブリッド普及を後押しする政策が依然として存続します。 

このようなことから、中長期的には自動車の電動化の流れは変わらないと予測しています。 
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こちらは、主要なパウチ市場の電池工場の分布を示しています。世界をリードする電池メーカーは、

グローバルに生産拠点を展開し、25 年以降に新たな工場の稼働を計画しています。今後稼働予定

の工場は、今まで以上に自動車 OEM メーカーとのつながりが深い工場となります。 

米国では、自動車メーカーと電池メーカーが電池製造に共同で取り組むケースが増加します。例と

しては、GMと LG、フォードと SKの協業が挙げられます。こうした例は、自動車メーカーが現地

製造に直接投資、戦略的に電池を自前に近い形で確保していくことであり、このような状況は安定

的な需要につながると考えています。トヨタ、ホンダについても、LG との提携により、米国でパ

ウチタイプを採用していく計画です。 

また、欧州では AESC がイギリス、フランスに 25 年内にパウチ型電池工場の量産稼働を予定して

います。このように、欧米でパウチ型の電池工場が新たに稼働することで、当社のパウチの需要も

堅調に推移する見通しです。 

さらに、これらの新工場は、EV だけではなくプラグインハイブリッドやハイブリッド向けの電池

生産にも柔軟に対応するよう設計されています。この多用途性により、EV 需要の変動をある程度

補い、パウチ型電池の需要は安定的に増加することを期待しています。当社は、こうした市場の動

向を見据え、需要の増加にタイムリーに対応してまいります。 
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当社のバッテリーパウチの事業計画について説明します。当グラフは、用途別また車載用途におい

ては地域別の数量計画を示しています。 

24年度は、IT用途は順調に推移したものの、車載用途は欧米 EV市場の鈍化を受け、前半は流通在

庫が過剰となり、需要が低迷しました。後半に入り在庫調整が進み、実需に基づく供給となってい

ます。 

25 年度は、24 年度に比べ IT・ESS（Energy Storage System：電力貯蔵システム）系の数量が大

幅に増加しています。これは、今年 2 月に旧レゾナック・パッケージングを DNP 高機能マテリア

ル彦根として当初に統合したことが寄与しています。 

こちらについては次に詳しくご説明しますが、引き続き堅調に推移する IT・ESS市場において、当

社のプレゼンスを高めてまいります。 

車載用途においては、流通在庫が正常化し、また EV 販売台数も昨年より増加傾向ということもあ

り、24年度を底として回復する見込みです。 

26 年度以降は、先ほどお話ししたとおり、欧米で新しい電池工場が本格稼働を始めることにより、

増加傾向で見ております。特に米国は、35%を超える年平均成長率を見ています。バッテリーパウ

チ全体としては、24年から 28年度まで 18.4%の年平均成長率を見込んでいます。 
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最後に、今年 2 月にグループに迎えた DNP 高機能マテリアル彦根とのシナジーについてご説明し

ます。 

こちらの図は、統合による製品領域の拡大のイメージを示しています。DNP は、車載および IT 向

けバッテリーパウチ市場においてトップシェアを実現してまいりました。 

従来の DNPと DNP高機能マテリアル彦根は同じ IT市場で事業展開していますが、DNPはハイエ

ンドのスマートフォン向けを提供しており、彦根はミドルエンドのスマートフォン向けにコストパ

フォーマンスに優れた製品展開をしていることに加え、ESS 市場で強い地位を確立しています。 

今回の統合により、車載・IT・ESS の全領域での製品ポートフォリオを拡大し、市場でのプレゼン

ス向上ならびに競争環境の改善を実現していきます。 

また、DNP と彦根の技術力を融合させることにより、さらに高い性能・品質・生産性を持つバッ

テリーパウチの製造・開発を進めていきます。DNP の強固な特許網に彦根が保有する特許を加え

ることにより、グループ全体で 800件を超える特許ポートフォリオとなりました。競合他社に対す

る強力な参入障壁として活用してまいります。 

彦根をグループに加えることにより、今後、バッテリーパウチ事業をさらに飛躍させ、持続的な成

長を実現してまいります。 

以上、本日はリチウムイオン電池用バッテリーパウチについて説明しました。ありがとうございま

した。 

若林：続いて、半導体製造用フォトマスク、ガラスコアを中心とした半導体関連事業について、常
務執行役員の中西よりご説明します。 
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中西：常務執行役員の中西でございます。本日は、当社の半導体関連事業の柱である「フォトマス
ク」と、次世代先端半導体パッケージ部材「ガラスコア」について、成長シナリオと投資計画を中

心にご説明します。 

まずは、フォトマスク事業からご紹介します。この図の中央部は、半導体プロセスに対応する当社

のビジネス領域を示しています。 

フォトマスクは、半導体の前工程で使用される部材であり、当社が印刷技術で培った金属エッチン

グおよび写真製版技術を応用し、極めて細密な回路原板を提供しています。また、従来の光用フォ

トマスクのみならず、EUV（極端紫外線）マスクやナノインプリントなど、最先端プロセスに対応

可能なソリューションを拡充しています。 
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左のグラフは、半導体市場全体の売上実績および予測、右のグラフは、その中の外販フォトマスク

市場の実績と予測です。 

フォトマスク市場は、半導体メーカー様が内製される「内製マスク」と、当社のようなフォトマス

クメーカーが提供する「外販マスク」の二つに分かれます。 

半導体市場の年平均成長率は 8.1%と予測されるのに対し、外販マスク市場は 7.0%にとどまる見込

みです。これは、AI用途の最先端半導体向けマスクが現在、半導体メーカー様各社にて内製されて

いるためです。当社では、これを重要課題と捉え、内製マスク領域の事業拡大を重点施策の一つと

して位置づけています。 
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この図は、5 ナノ＊、2 ナノといった呼び方をするテクノロジーノードごとの当社の取り組みを示

しています。（＊ナノメートル（nm）10億分の 1メートル） 

左側が、従来の光領域です。EUV も光ではありますが、ここでは便宜上、EUV でない従来の領域

を光領域と呼んでいます。このボリュームゾーンおよび EUV 直前の先端領域では、計画的な設備

投資により、生産キャパシティを着実に拡大してまいります。 

右側は、EUVマスクの最先端領域です。Rapidus様に加え、内製マスクからのシフトを見据え、技

術、設備、生産体制を整備しています。 

さらに、EUVプロセスを持たないお客様向けには、ナノインプリント技術も提供し、最先端からボ

リュームゾーンまでくまなくカバーする体制を構築しています。 
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DNP の強みと成長ストーリーについてご説明します。当社の競争力の源泉は、印刷技術を応用し

た高精細なプロセス技術です。さらに、幅広いパートナーシップにより社外の視座を取り込みつつ、

市場トレンドや技術革新に迅速に対応できる柔軟性を備えています。 

例えば、KIOXIA様、Canon様とのナノインプリント開発は 10年以上継続し、独自のノウハウを蓄

積しました。また、ST Microelectronics 様との JV で得たマスク受け入れに関する知見は、

Rapidus様向け委託開発にも大きく貢献しています。 
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当社のフォトマスクの業績推移と成長計画の進捗についてご説明します。2024 年度売上を 100 と

した場合、2028 年度には約 1.5 倍の 155 を目指します。その結果、当社の年平均成長率の見込み

が 11.6%となり、半導体市場の成長率 8.1%を上回ることになります。 

その背景には、従来内製されていた最先端領域への EUV マスクとナノインプリントによる新規参

入があります。 

資料の中央に現在の進捗状況を記しています。今年度売上は、計画どおり 2022 年度比 15%増を達

成できる見込みです。22年度から 25年度の 3年間にわたる 200億円の成長投資は計画どおり実行

中です。最先端の EUVマスク開発については、2ナノメートルの解像に成功し、Rapidus様へ試作

品の出荷を開始しました。 

ナノインプリントについては、具体的な引き合いをいただき、評価ワークを開始しました。先端か

らボリュームゾーンにかけての設備投資も着実に進め、今年度中には 2022 年度比 20%のキャパ増

を達成できる見込みです。 

計画を着実に進め、2027 年度には、当社にとって新たな挑戦となる半導体製造用 EUV マスク、な

らびにナノインプリントモールドの量産を開始します。 

今後の投資計画としては、さらに 2026 年から 28 年度に計 300 億円を投じ、ボリュームゾーンか

ら最先端まで全方位でラインナップを強化することにより、成長を確実にしていきます。 
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続いて、半導体後工程向け新規事業「ガラスコア」についてご説明します。ガラスコアは、マザー

ボードと半導体チップの間に配置される実装基板のコア材です。TGV（Through Glass Via）と呼

ばれる髪の毛の太さほどの細いガラス貫通電極が多数形成されており、マザーボードと半導体チッ

プを電気的に接続します。 

従来は有機材が主流ですが、パッケージの大型化にともない、ガラス材へ置き換える検討が進んで

います。当社は、3次元微細パターン形成技術による高品質なTGV形成と、LCD（液晶ディスプレ

イ）用カラーフィルター製造で培った大型ガラス基板ハンドリング技術を強みとし、量産化に向け

た開発を推進しています。 
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左のグラフは、クラウド向け AI チップ市場の予想です。25.05%という高い年平均成長率が見込ま

れています。 

右のグラフは、サーバー向け CPU、GPU のパッケージサイズの推移です。大型化するパッケージ

では、有機コアの反りや平坦性、剛性などの要求が厳しくなり、ガラスコアがその有力なソリュー

ションとして注目されています。 

2024 年後半から検証用試作が増加しており、2026 年前半には採用可否が判断される見込みです。

当社は、タイムリーに試作品提供や設備投資を行い、市場動向に対応してまいります。 
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ガラスコアの量産適用は、採用判断後の 2028年からと想定しています。 

高密度な TGV 形成を実現する貫通電極の径と長さのアスペクト比率が高い当社独自の形成技術を

ベースに、2025 年末に埼玉県久喜市にパイロットラインを完成させ、量産検証を行います。現在

の進捗としては、既にクリーンルームが完成し、右下の写真のように、計画どおり設備の搬入を開

始しています。 

さらに、本格量産ラインの投資計画を並行して進め、市場動向を見極めながら、2028 年の量産開

始に向けて体制を整えてまいります。 

私からのご説明は以上となります。ありがとうございました。 

若林：続いて、光学フィルム、メタルマスクを中心としたデジタルインターフェース関連事業につ
いて執行役員の富澤よりご説明します。 
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富澤：執行役員の富澤でございます。はじめに、デジタルインターフェース関連の「光学フィルム」
についてご説明します。 

1958 年、ブラウン管用のシャドーマスクに始まり、液晶ディスプレイ用カラーフィルター、有機

EL 製造用メタルマスクなど、次世代ディスプレイの転換点ごとにコア部材を提供してきた歴史が

当社の強みの源泉となっています。 

研究開発段階から量産まで、ディスプレイ技術の発展に一貫して寄り添う姿勢が、顧客の信頼と、

高い参入障壁を生み出しています。 
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当社は、光を制御する独自の光学設計技術とコンバーティング技術を掛け合わせ、反射防止、防眩、

位相差など、多様な機能を持つ光学フィルムを世界中に提供しています。 

当社のコア技術は、光を制御するための「材料設計技術」や「光学設計技術」、「多層コーティン

グ技術」と「ロール toロールプロセス」の、四位一体の精密コーティング技術です。 

テレビの大型化など、市場トレンドの変化に合わせて高機能化を進めることで、ディスプレイ表面

用の反射防止、防眩フィルムで世界トップシェアを獲得しています。 

これらの技術によって、より鮮やかな色彩のディスプレイを実現し、デバイスの利用範囲を拡大さ

せることで、生活者の快適な暮らしを実現したいと考えています。 
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当社のディスプレイ用光学フィルムの代表例が、反射防止フィルムと防眩フィルムです。反射防止

フィルムは、表面・界面反射の干渉を利用して、外光の映り込みを低減します。また、防眩フィル

ムは、微細な凹凸で光を乱反射させ、視認性を向上させます。 

テレビやモニター、ノート PC、タブレット端末、スマートフォンに使用され、低反射、耐擦傷性、

防汚性、UV カットといったさまざまな機能をディスプレイに付与し、どのような環境でも快適に

使える製品の実現に貢献しています。 
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現在、テレビをはじめとして、ディスプレイの大型化が進んでいます。左のグラフは、テレビ用パ

ネルの出荷面積予測です。2025年から 2030年に、テレビ全体では CAGR約 3%に対し、65インチ

以上では CAGR6%の伸長が見込まれます。 

このようなディスプレイの大型化のトレンドを、当社は大型テレビ向けの光学機能性フィルムの需

要拡大の機会と捉えています。当社は、TAC、PET、アクリルといった多種の基材に対応可能で、

反射防止や防眩、ハードコートなどの表面処理と組み合わせて、多種多様なラインナップを有して

います。 

さらに、超広幅ラインによる高い生産性と、高品質な製品を安定供給できることが、当社の強みと

考えています。 

また、今年 6 月 18 日に発表したとおり、三原工場（広島県）に増設中の 2,500 ミリ幅対応コーテ

ィングラインが 9 月に稼働する予定です。これにより、生産能力が 15%向上し、65 インチ以上の

大型テレビ向けフィルム市場で懸念されている供給不足リスクを解消し、拡大する需要の取り込み

を図ります。 
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テレビ向け光学フィルムを例に、事業戦略についてご説明します。このページでは、横方向にテレ

ビのサイズを表しています。また、上部の矢印はサイズ別の増減傾向を表しています。 

台数ベースでは、ボリュームゾーンは 32 から 60 インチにあり、最近では 98 インチや 100 インチ

クラスの超大型 LCD テレビも、家庭用として現実的な選択肢となりつつあります。 

このような市場の中で、ボリュームゾーンに対しては豊富なラインナップと高品質と高い生産能力

により、プレゼンスを拡大してまいります。 

65 インチ以上の大型ゾーンに対しては、その低透湿性から、延伸フィルムでありながら、複屈折

による虹むらを解消した特殊な PET 基材が多く使われています。当社は、保有する特許を強みに、

この成長機会を収益向上へつなげてまいります。 

あわせて、2,500 ミリ幅対応の新設ラインでの多層インラインコーティングを活用した高防眩

AGLR（Anti-Glare Low Reflection）など、高付加価値製品を展開することにより、ハイエンド、

プレミアムな機種がひしめく大型ゾーンにおいても確固たるポジションを築いてまいります。 
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当事業の業績推移と中期計画についてご説明します。2024 年は、テレビ用パネルの大型化やサプ

ライチェーンの変化、中国での消費財買換え補助金によるテレビ販売の押上げ、米国の関税政策に

よる駆け込み出荷を背景とした光学フィルムの出荷面積の拡大などにより、売上高は大幅に伸長し

ました。 

2025 年度も、2024 年に引き続き需要が継続する見通しです。この先も、新設したラインの稼働に

より、広幅、多層の高付加価値品の増加を見込み、2022 年から 2028 年までの CAGR として 9.4%

を計画しています。 
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続いて「メタルマスク」についてご説明します。 

メタルマスクは、有機 EL 蒸着工程において、レッド、グリーン、ブルーの発光材料をディスプレ

イのガラス、またはフィルム基板に正確に塗り分ける際に使用され、薄型・軽量化、高精細化、大

型化を実現するためのキーパーツです。 

DNP は、印刷で培った版づくりの技術を発展させた独自のフォトリソグラフィとエッチング加工

技術により、高精細なメタルマスクを提供し、有機 EL ディスプレイ製造用メタルマスクで世界ト

ップシェアを獲得しています。 
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メタルマスクの事業環境をご説明します。 

ページの左側のグラフは、有機 EL ディスプレイが搭載される主要用途として、スマートフォン、

タブレット端末、ノート PC、そして車載ディスプレイにおけるパネル出荷台数の成長予測を示し

ています。 

スマートフォンは成熟期を迎えたと言われていますが、有機 EL ディスプレイの搭載比率が過半を

超え、引き続きハイエンド、プレミアム機種を中心に需要が堅調に推移しています。折り畳み端末

など、新たなフォームファクターの登場により、需要拡大が見込まれています。 

また、タブレット端末、ノート PC への有機 EL ディスプレイの展開が加速しており、今後数年で

大幅な伸びが見込まれています。 

加えて、車載ディスプレイでは、電気自動車や高級車を中心にコックピットで用いられるディスプ

レイの大型化、高精細化が進んでおり、有機 EL ディスプレイの特徴である深い黒表現、薄型、軽

量といった利点から、中長期的な成長が期待されています。 

このような成長領域の中で、有機 EL ディスプレイのさらなる高精細化や、第 8 世代向けのメタル

マスクの需要拡大を事業機会と捉えており、第 6 世代のメタルマスクで培った高品質、高精細な製

品を安定供給する能力と実績に加えて、第 8 世代の生産ラインを新たな成長ドライバーとして、引

き続き、当社は技術力、供給力の両面から優位性を発揮できるポジションにおります。 
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福岡県北九州市にある黒崎工場で、2024年5月に稼働した第8世代のメタルマスク生産ラインは、

稼働開始以降、順調に顧客製品向けに生産を継続しています。今後も、顧客ニーズ、計画に沿って

タイムリーに製品を提供してまいります。 

また、さらなる品質、生産能力の向上に応えるべく、生産基盤を強化しています。第 8 世代の生産

ラインは需要対応に加え、BCP（Business Continuity Plan）として重要なリスク分散を図る体制

を強化しています。不測の事態でも安定供給を維持できる体制を確立し、お客様への責任ある供給

と事業の持続的な成長につなげてまいります。 

 

メタルマスクの事業戦略を、有機 ELディスプレイのトレンドをもとにご説明します。 

有機 EL ディスプレイには、二つの大きな潮流があります。第一に、ページの横方向に示す、有機

EL ディスプレイの大型化、第二に、ページの縦方向に示す、折り畳み端末や車載ディスプレイな

ど新たなフォームファクターの台頭です。 

今なおボリュームゾーンでもあるスマートフォン向けには、技術深耕によるさらなる高精細化の開

発を進めます。 

また、当社は 2001 年にメタルマスクの開発を開始し、黎明期から普及に向けて、有機 EL ディス

プレイの発展に貢献してまいりました。スマートフォン向けを中心とした量産実績により、多くの

顧客から高い評価と信頼を獲得し、市場において確固たる地位を築いています。 
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これらの基盤を背景に、多様な情報端末への有機 EL ディスプレイ拡大のニーズを先取りし、さら

なる成長基盤として事業拡大を図ります。 

タブレット端末やノート PCなど中小型 IT向けには、第 8世代のメタルマスク生産ラインを戦略的

供給拠点として確立し、業界内でのプレゼンス、競争優位性を強化し、持続的な成長を目指します。 

 

当事業の業績推移と中期計画についてご説明します。2023年度に有機 ELディスプレイの新機種採

用に向けた開発特需があり、大幅な売上増がありました。 

2024年度はその反動により売上減となりましたが、スマートフォン等への有機 ELパネル採用比率

拡大のトレンドは継続しています。 

タブレット端末やノート PCなど、IT向けの需要増を見込み、2022年から 2028年までの CAGRと

して、9.3%を計画しています。 

以上、光学フィルムとメタルマスク事業をご説明しました。私からの説明は以上となります。 
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